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監 査 公 表 第 １ ６ 号
令 和 ２ 年 ３ 月 27日 監 査 公 表 第 ９ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 14項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況
の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ９ 月 25日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

２ 財 第 4 9 8 号
令 和 ２ 年 ５ 月 29日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄 □印
行 政 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ２ 年 ３ 月 13日 付 け 元 福 監 第 283号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象
マ イ ナ ン バ ー の 利 用 等 に 関 す る 事 務 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

第 ３ 監 査 委 員 意 見
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１ マ イ ナ ン バ ー の 利 用 状 況 に つ い て
⑴ 情 報 連 携 の 対 象 と な る 事 務 手 続 （ 障 が い 福 祉 課 、 児 童 家 庭 課 、 県 北 保
は 、 全 て 情 報 連 携 を 活 用 し 、 添 付 健福祉事務所、南会津保健福祉事務所、
書 類 を 省 略 す る こ と が 基 本 と さ れ 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 ）
ているが、マイナンバーを入手し、 「 障 害 児 福 祉 手 当 及 び 特 別 障 害 者 手
情 報 連 携 は 行 わ ず に 添 付 書 類 の 提 当 の 支 給 に 関 す る 事 務 」 に つ い て は 、
出 を 求 め て い る 事 務 に つ い て は 、 事 務 手 続 の 申 請 者 に 対 し て 十 分 な 説 明
情 報 連 携 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る を 行 う た め の チ ラ シ 等 作 成 に つ い て 検
と と も に 、 事 務 手 続 の 申 請 者 に 対 討 す る と と も に 、 福 島 県 特 別 障 害 者 手
し て 、 十 分 な 説 明 を 行 う こ と が 望 当 等 事 務 取 扱 要 綱 に 定 め る 認 定 請 求 書
ま れ る 。 （ 障 が い 福 祉 課 、 児 童 家 様 式 に つ い て 、 個 人 番 号 記 入 欄 の 目 的
庭 課 、 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 、 南 会 や 省 略 可 能 と な る 添 付 書 類 を 注 意 書 き
津 保 健 福 祉 事 務 所 、 相 双 保 健 福 祉 へ 追 記 す る な ど の 改 正 に つ い て 検 討 す
事 務 所 ） る 。

ま た そ れ 以 外 の 事 務 に つ い て も 情 報
連 携 の 活 用 に 向 け 、 現 状 の 課 題 を 分 析
し て い る 。

⑵ 情 報 連 携 の 対 象 と な る 事 務 手 続 （ 職 員 業 務 課 ）
で あ る が 、 マ イ ナ ン バ ー の 入 手 は 児 童 手 当 の 支 給 に 関 す る 事 務 に つ い
行 わ ず 、 添 付 書 類 の 提 出 を 求 め て て は 、 令 和 ２ 年 ５ 月 19日 に 通 知 し 、 情
い る 事 務 に つ い て は 、 情 報 連 携 に 報 連 携 が 行 え な い 原 因 や 対 応 状 況 に つ
向 け た 取 組 を 推 進 す る と と も に 、 い て 通 知 し て い る 。 な お 、 認 定 に 必 要
事 務 手 続 の 申 請 者 に 対 し て 、 十 分 な 所 得 情 報 が す べ て 情 報 連 携 で 取 得 で
な説明を行うことが望まれる。（職 き る よ う 国 に 確 認 し な が ら 、 情 報 連 携
員 業 務 課 、 障 が い 福 祉 課 、 県 北 保 の 導 入 を 検 討 す る 。
健 福 祉 事 務 所 、 南 会 津 保 健 福 祉 事
務 所 、 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 ） （障がい福祉課、県北保健福祉事務所、

南 会 津 保 健 福 祉 事 務 所 、 相 双 保 健 福 祉
事 務 所 ）
「 障 害 児 福 祉 手 当 及 び 特 別 障 害 者 手

当 の 支 給 に 関 す る 事 務 」 に つ い て は 、
事 務 手 続 の 申 請 者 に 対 し て 十 分 な 説 明
を 行 う た め の チ ラ シ 等 作 成 に つ い て 検
討 す る と と も に 、 福 島 県 特 別 障 害 者 手
当 等 事 務 取 扱 要 綱 に 定 め る 認 定 請 求 書
様 式 に つ い て 、 個 人 番 号 記 入 欄 の 目 的
や 省 略 可 能 と な る 添 付 書 類 を 注 意 書 き
へ 追 記 す る な ど の 改 正 に つ い て 検 討 す
る 。
ま た そ れ 以 外 の 事 務 に つ い て も 情 報

連 携 の 活 用 に 向 け 、 現 状 の 課 題 を 分 析
し て い る 。

２ マ イ ナ ン バ ー の 利 用 に 関 す る 周 知
に つ い て
⑴ 利 用 事 務 の う ち 情 報 連 携 が 行 わ （ 職 員 業 務 課 ）
れ て い な い 事 務 に つ い て は 、 そ の 児 童 手 当 の 支 給 に 関 す る 事 務 に つ い
原 因 や 対 応 状 況 に つ い て 、 広 く 県 て は 、 令 和 ２ 年 ５ 月 19日 に 通 知 し 、 情
民 に 対 す る 周 知 を 実 施 さ れ た い 。 報 連 携 が 行 え な い 原 因 や 対 応 状 況 に つ
（ 職 員 業 務 課 、 障 が い 福 祉 課 、 子 い て 周 知 を 行 っ た 。
育 て 支 援 課 、 児 童 家 庭 課 、 県 北 保
健 福 祉 事 務 所 、 南 会 津 保 健 福 祉 事 （ 障 が い 福 祉 課 、 子 育 て 支 援 課 、 児 童
務 所 、 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 、 い わ 家 庭 課 、 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 、 南 会 津
き 地 方 振 興 局 ） 保健福祉事務所、相双保健福祉事務所）

「 障 害 児 福 祉 手 当 及 び 特 別 障 害 者 手
当 の 支 給 に 関 す る 事 務 」 に つ い て は 、
事 務 手 続 の 申 請 者 に 対 し て 十 分 な 説 明
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を 行 う と と も に 、 様 式 の 改 正 等 に つ い
て 検 討 す る 。 「 小 児 慢 性 特 定 疾 病 医 療
費 の 支 給 に 関 す る 事 務 」 に 関 し て は 、
県 ウ ェ ブ サ イ ト に マ イ ナ ン バ ー 収 集 の
目 的 、 添 付 書 類 の 省 略 の 可 否 、 情 報 連
携 が 行 え な い 理 由 及 び 対 応 に つ い て 掲
載 し 、 周 知 を 行 っ て お り 、 そ れ 以 外 の
事 業 に つ い て も 申 請 窓 口 等 で の 申 請 者
に 対 し 、 説 明 を 継 続 す る な ど 周 知 の 徹
底 を 進 め て い る 。

（ い わ き 地 方 振 興 局 ）
障 害 児 入 所 給 付 費 等 に 関 す る 事 務 に

つ い て は 、 情 報 連 携 は 開 始 さ れ て い る
が 、 そ れ に よ り 省 略 可 能 な 書 類 が 少 な
く 、 現 時 点 で は 負 担 軽 減 が 見 込 め な い
と の 観 点 か ら 、 事 務 を 所 管 す る 児 童 家
庭 課 に お い て 、 従 前 ど お り の 書 類 提 出
を 求 め て い る 。
こ の こ と に つ い て は 、 児 童 家 庭 課 と

調 整 の 上 、 申 請 者 へ の 周 知 方 法 を 検 討
し た い 。

⑵ 関 係 事 務 の う ち 法 定 調 書 作 成 事 （ 職 員 業 務 課 ）
務 に つ い て 、 「 報 酬 ・ 料 金 ・ 契 約 法 定 調 書 作 成 事 務 に つ い て は 、 庁 内
金 及 び 賞 金 の 支 払 調 書 」 の 作 成 対 共 有 フ ォ ル ダ や 庁 内 Webに 「 マ イ ナ ン
象 と な る 「 同 一 人 に 対 す る そ の 年 バ ー の 取 得 対 象 者 を ま と め た 一 覧 表 」
中 の 支 払 金 額 の 合 計 額 が ５ 万 円 を や 「マ イ ナ ン バ ー 収 集 ガ イ ド 」 を 格 納
越 え る も の 」 以 外 の 事 案 に つ い て し 年 間 を 通 じ て 閲 覧 で き る よ う に な っ
も 、 マ イ ナ ン バ ー を 入 手 し 保 管 し て い る が 、 改 め て マ イ ナ ン バ ー の 入 手
て い る 事 例 が 複 数 機 関 で 確 認 さ れ が 必 要 な 事 案 に つ い て 令 和 ２ 年 ５ 月 19
て い る こ と か ら 、 法 定 調 書 作 成 事 日 に 通 知 し 、 所 属 に 周 知 を 行 っ た 。
務 に 係 る マ イ ナ ン バ ー の 取 扱 い に 今 後 も 定 期 的 （ ４ 月 及 び 10月 ） に 周
つ い て 、 関 係 機 関 に 対 し て 年 間 を 知 を 行 っ て い く 。
通 じ て 継 続 し た 周 知 が 図 ら れ る よ
うに検討されたい。（職員業務課）

３ マ イ ナ ン バ ー 情 報 の 管 理 に つ い て
⑴ 関 係 事 務 の う ち 法 定 調 書 作 成 事 （障がい福祉課、相双保健福祉事務所、
務 に つ い て 、 保 有 し て い る 特 定 個 障 が い 者 総 合 福 祉 セ ン タ ー ）
人 情 報 を 的 確 に 把 握 で き る よ う に 障 が い 者 総 合 福 祉 セ ン タ ー に お い て
す る た め 、 一 覧 表 等 を 作 成 し 管 理 は 、 一 覧 表 の 作 成 は 完 了 し 、 的 確 に 把
す る こ と に つ い て 検 討 さ れ た い 。 握 で き る 状 態 で あ る 。 そ れ 以 外 の 部 署
（ 障 が い 福 祉 課 、 相 双 保 健 福 祉 事 に つ い て は 、 詳 細 な 把 握 が で き る よ う
務所、障がい者総合福祉センター） 様 式 の 見 直 し や 、 エ ク セ ル 等 に よ る 電

子データ化を進めていくこととしたい。

⑵ 関 係 事 務 の う ち 法 定 調 書 作 成 事 （ 私 学 ・ 法 人 課 ）
務 に つ い て 、 特 定 個 人 情 報 を 含 む 法 定 調 書 作 成 事 務 に 係 る 特 定 個 人 情
書 類 の 保 存 期 間 が 明 確 で な い も の 報 を 含 む 書 類 の 保 存 期 間 を 今 年 度 当 初
に つ い て は 、 関 係 法 令 等 に 基 づ い に ５ 年 間 と 設 定 し た と こ ろ で あ り 、 引
た 適 切 な 保 存 期 間 を 設 定 し 、 管 理 き 続 き 適 切 に 管 理 し て ま い り た い 。
を 図 ら れ た い 。 （ 私 学 ・ 法 人 課 、
県南地方振興局、会津地方振興局、 （ 県 南 地 方 振 興 局 ）
障 が い 福 祉 課 、 児 童 家 庭 課 、 県 北 今 回 の 結 果 を 受 け 、 「 行 政 手 続 に お
保 健 福 祉 事 務 所 、 南 会 津 保 健 福 祉 け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号
事 務 所 、 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 、 会 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 」 及 び 「 福 島 県
津 若 松 建 設 事 務 所 ） 文 書 等 管 理 規 則 ・ 総 務 部 長 依 命 通 達 」
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を 踏 ま え て 、 次 の と お り 取 扱 い を 設 定
し た 。
○ 法 定 調 書 記 載 の た め に 取 得 し た 個 人
番 号 （ 提 供 を 受 け た 個 人 番 号 ） は 、
所 定 の フ ァ イ ル に 綴 り 金 庫 に 保 管 す
る 。

○ 提 供 を 受 け た 個 人 番 号 は 、 年 度 ご と
に 整 理 し 、 整 理 簿 に 記 載 す る 。

○ 提 供 を 受 け た 目 的 の 達 成 （ 法 定 調 書
記 載 ） に 必 要 な 範 囲 を 超 え て 保 有 し
て は な ら な い た め 、 「 保 存 期 間 を １
年 」 と し 、 保 存 期 間 満 了 時 に は 速 や
か に 廃 棄 す る 。

○ 廃 棄 の 際 は シ ュ レ ッ ダ ー で 確 実 に 処
分 す る も の と し 、 廃 棄 年 月 日 を 記 載
す る 。

法 定 調 書 作 成 事 務 に 関 し て 平 成 29年
度以前に収集した個人番号については、
上 記 に 基 づ き 廃 棄 処 理 を 実 施 し た （ 令
和 ２ 年 ３ 月 30日 ） 。

（ 会 津 地 方 振 興 局 ）
今 回 の 結 果 を 受 け 、 「 行 政 手 続 に お

け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号
の 利 用 等 に 関 す る 法 律 」 及 び 「 福 島 県
文 書 等 管 理 規 則 ・ 総 務 部 長 依 命 通 達 」
を 踏 ま え て 、 次 の と お り 取 扱 い を 設 定
し た 。
○ 法 定 調 書 記 載 の た め に 取 得 し た 個 人
番 号 （ 提 供 を 受 け た 個 人 番 号 ） は 、
金 庫 等 鍵 付 き の 場 所 に 保 管 す る 。

○ 提 供 を 受 け た 個 人 番 号 は 、 年 度 ご と
に 整 理 し 、 管 理 台 帳 簿 に 記 載 す る 。

○ 提 供 を 受 け た 目 的 の 達 成 （ 法 定 調 書
記 載 ） に 必 要 な 範 囲 を 超 え て 保 有 し
て は な ら な い た め 、 「 保 存 期 限 を １
年 」 と し 、 保 存 期 限 満 了 時 に は 速 や
か に 廃 棄 す る 。 な お 、 雇 用 契 約 等 の
継 続 的 な 関 係 が あ る 場 合 に は 、 給 与
所 得 の 源 泉 徴 収 票 等 作 成 の た め に 翌
年 度 以 降 も 継 続 的 に 利 用 す る 必 要 か
ら 、 特 定 個 人 情 報 を 継 続 的 に 保 管 す
ることができることとされているが、
目 的 達 成 後 は 速 や か に 廃 棄 す る 。

○ 廃 棄 の 際 は シ ュ レ ッ ダ ー で 確 実 に 処
分 す る も の と し 、 廃 棄 年 月 日 を 記 載
す る 。

（ 障 が い 福 祉 課 、 児 童 家 庭 課 、 県 北 保
健福祉事務所、南会津保健福祉事務所、
相 双 保 健 福 祉 事 務 所 ）

県 北 保 健 福 祉 事 務 所 に 関 し て は 、 法
定 調 書 の 当 該 暦 年 分 （ １ 月 ～ 12月 支 払
い 分 ） を 翌 年 １ 月 初 め に 職 員 業 務 課 へ
提 出 す る こ と に よ り 、 関 連 業 務 が 終 了
と な る た め 、 マ イ ナ ン バ ー 情 報 に つ い
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
て の 保 存 期 間 を １ 年 と 設 定 し 、 管 理 を
行 っ て い る 。
ま た 、 児 童 家 庭 課 で は ５ 年 間 の 保 存

期 間 を 設 定 し 管 理 を 行 っ て お り 、 そ の
他 の 障 が い 福 祉 課 、 南 会 津 保 健 福 祉 事
務 所 、 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 で は 保 存 期
間 を 明 確 に し 、 適 正 な 管 理 を 行 う 。

（ 会 津 若 松 建 設 事 務 所 ）
監 査 後 、 「 知 事 の 保 有 す る 個 人 情 報

の 適 切 な 管 理 の た め の 措 置 に 関 す る 基
準 」 に 基 づ き 、 本 人 か ら 提 出 さ れ た マ
イ ナ ン バ ー 情 報 に つ い て は 、 保 存 期 限
を １ 年 と し 、 手 続 書 類 の 作 成 事 務 を 終
了 し た 場 合 、 当 該 年 度 経 過 後 に は 適 切
に 廃 棄 す る こ と と し て い る 。 な お 、 翌
年 度 以 降 も 継 続 し た 賃 貸 借 契 約 等 が あ
る 場 合 に は 、 マ イ ナ ン バ ー ガ イ ド ラ イ
ン に 基 づ き 、 書 類 作 成 の た め に 引 き 続
き 保 管 を 行 っ て い る 。
ま た 、 マ イ ナ ン バ ー を 記 載 し た 公 文

書 に つ い て は 、 鍵 の つ い た ロ ッ カ ー に
保 管 後 、 保 存 期 間 終 了 後 、 適 切 に 廃 棄
し て い る 。

⑶ 関 係 事 務 の う ち 法 定 調 書 作 成 事 務 （ 会 津 若 松 建 設 事 務 所 ）
に つ い て 、 特 定 個 人 情 報 を 含 む 書 類 監 査 後 、 臨 時 事 務 補 助 員 （ 令 和 ２ 年
の 原 本 を 他 機 関 に 提 出 し そ の 写 し を 度 か ら 会 計 年 度 任 用 職 員 ） 雇 用 時 出 納
保 管 す る 場 合 に は 、 個 人 番 号 欄 の 確 室 に 提 出 す る 書 類 に つ い て 、 保 管 用 の
実 な 塗 り つ ぶ し を 行 わ れ た い 。 （ 会 写 し を と る 際 は 個 人 番 号 記 載 箇 所 に カ
津 若 松 建 設 事 務 所 ） バ ー ア ッ プ テ ー プ を 貼 る こ と で 、 個 人

番 号 が 写 ら な い よ う に し て お り 、 不 必
要 な 特 定 個 人 情 報 は 保 存 し て い な い 。

４ マ イ ナ ン バ ー 制 度 の 推 進 に つ い て
⑴ 県 が マ イ ナ ン バ ー を 利 用 す る 利 （ 情 報 政 策 課 ）
用 事 務 、 情 報 連 携 を 行 っ て い る 利 本 県 に お け る マ イ ナ ン バ ー 利 用 事 務
用 事 務 を 県 民 に 広 く 周 知 す る た め に つ い て 、 一 覧 を ウ ェ ブ サ イ ト へ 掲 載
に 、 県 全 体 の 状 況 に つ い て 、 ホ ー す る 。
ム ペ ー ジ へ 掲 載 す る こ と を 検 討 さ ま た 、 情 報 の 最 新 化 の た め の 掲 載 内
れ た い 。 （ 情 報 政 策 課 ） 容 の 更 新 、 及 び 県 民 に 広 く 情 報 が 伝 わ

る よ う に わ か り や す い 表 現 に 努 め て い
く 。

⑵ よ り 効 率 的 な 情 報 連 携 が 行 え る （ 情 報 政 策 課 ）
よ う に す る た め 、 情 報 連 携 を 行 っ 毎 年 ６ 月 頃 、 情 報 連 携 の 基 礎 と な る
て い る 機 関 か ら そ の 運 用 状 況 等 を デ ー タ 標 準 レ イ ア ウ ト の 改 訂 が 国 か ら
確 認 す る 機 会 を 確 保 し 、 そ の 内 容 示 さ れ る 。 そ の 際 、 情 報 連 携 を 行 う 機
を 踏 ま え て 、 国 に お け る 情 報 連 携 関 に 運 用 課 題 の 照 会 を 行 い 、 連 携 に 必
シ ス テ ム の 担 当 機 関 に シ ス テ ム 改 要 な デ ー タ 項 目 の 追 加 、 削 除 な ど の 要
修 の 要 望 等 を 行 う こ と に つ い て 、 望 を と り ま と め 、 総 務 省 大 臣 官 房 個 人
検 討 さ れ た い 。 （ 情 報 政 策 課 ） 番 号 企 画 室 に 要 望 し て い る 。

ま た 、 情 報 連 携 シ ス テ ム の 運 用 に 関
す る 課 題 に つ い て 、 随 時 、 情 報 連 携 を
行 う 機 関 か ら 集 約 し 、 国 へ の 問 い 合 わ
せ 先 で あ る 情 報 共 有 サ イ ト を 通 じ て 国
に 要 望 を 行 っ て い く 。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ７ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 定 期 監 査 の 結

果 は 、 次 の と お り で す 。
令 和 ２ 年 ９ 月 25日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

１ 監 査 等 の 基 準
本 件 の 監 査 等 は 、 福 島 県 監 査 委 員 監 査 基 準 （ 令 和 ２ 年 福 島 県 監 査 委 員 監 査 公 表 第 10

号 ） に 基 づ き 実 施 し た 。
２ 監 査 等 の 種 類

財 務 監 査
３ 監 査 等 の 対 象 及 び 実 施 内 容
⑴ 商 工 労 働 部

対 象 機 関 対 象 年 度 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実 施 方 法

テクノアカデミー郡山 令和元年度 令和２年８月３日 勅使河原正之 高橋 宏和 書 面 監 査

テクノアカデミー浜 令和元年度 令和２年８月３日 勅使河原正之 高橋 宏和 書 面 監 査

⑵ 農 林 水 産 部

対 象 機 関 対 象 年 度 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実 施 方 法

中央家畜保健衛生所 令和元年度 令和２年８月３日 勅使河原正之 高橋 宏和 書 面 監 査

⑶ 教 育 委 員 会

対 象 機 関 対 象 年 度 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実 施 方 法

安 積 高 等 学 校 令和元年度 令和２年８月３日 佐久間俊男 佐 竹 浩 書 面 監 査

平成3 0年度
岩 瀬 農 業 高 等 学 校 令和２年８月３日 佐久間俊男 佐 竹 浩 書 面 監 査

令和元年度

平成3 0年度
白 河 実 業 高 等 学 校 令和２年８月３日 佐久間俊男 佐 竹 浩 書 面 監 査

令和元年度

相 馬 高 等 学 校 令和元年度 令和２年８月３日 佐久間俊男 佐 竹 浩 書 面 監 査

相 馬 東 高 等 学 校 令和元年度 令和２年８月３日 佐久間俊男 佐 竹 浩 書 面 監 査

県 中 教 育 事 務 所 令和元年度 令和２年８月３日 勅使河原正之 高橋 宏和 書 面 監 査

平成3 0年度
教 育 セ ン タ ー 令和２年８月３日 勅使河原正之 高橋 宏和 書 面 監 査

令和元年度

保 原 高 等 学 校 令和元年度 令和２年８月３日 勅使河原正之 高橋 宏和 書 面 監 査

磐 城 農 業 高 等 学 校 令和元年度 令和２年８月３日 勅使河原正之 高橋 宏和 書 面 監 査

４ 監 査 等 の 着 眼 点
⑴ 事 務 事 業 が 法 令 等 に 従 っ て 適 正 に 実 施 さ れ て い る か 。 （ 合 規 性 ）
⑵ 会 計 情 報 が 体 系 的 か つ 適 正 ・ 確 実 に 事 実 を 反 映 し て い る か 。 （ 正 確 性 ）
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⑶ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 最 少 の 経 費 と な っ て い る か 。 （ 経 済 性 ）
⑷ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 費 用 に 見 合 う 効 果 が 挙 が っ て い る か 。 （ 効 率 性 ）
⑸ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 の 結 果 が 、 初 期 の 目 的 を 達 成 し て い る か 、 ま た 、
成 果 を 上 げ て い る か 。 （ 有 効 性 ）

５ 監 査 等 の 結 果
⑴ 商 工 労 働 部

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、
最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お
り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

⑵ 農 林 水 産 部
監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、

最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お
り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

⑶ 教 育 委 員 会
ア 監 査 し た 結 果 、 次 の ６ 件 の 指 導 事 項 に つ い て 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 。

対 象 機 関 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 事 項

安 積 高 等 学 校 ・ 旅 費 に つ い て 、 ３ か 月 以 上 遅 延 し て 支 払 っ て い る 。
・ 給 与 支 給 日 に 現 金 で 給 付 す べ き 給 与 に つ い て 、 １ 名 分 が 同
日 に 支 給 さ れ て い な い 。

白 河 実 業 高 等 学 校 ・ 生 産 物 の 生 産 台 帳 へ の 記 載 及 び 出 納 簿 の 整 理 が 適 切 で な い
た め 生 産 量 及 び 現 在 量 が 確 認 で き な い も の が あ る 。

相 馬 高 等 学 校 ・ 行 政 財 産 の 使 用 許 可 に 伴 う 電 気 料 に つ い て 、 平 成 30年 10月
か ら 平 成 31年 ２ 月 ま で の 分 と 同 年 ３ 月 分 を 分 け て 調 定 す べ
き も の を 一 括 し て 平 成 30年 度 分 と し て 調 定 し て い る 。

教 育 セ ン タ ー ・ 工 事 現 場 事 務 所 で 使 用 す る 私 用 水 道 料 に つ い て 、 平 成 30年
10月 か ら 平 成 31年 ２ 月 ま で の 分 と 同 年 ３ 月 分 を 分 け て 調 定
す べ き も の を 一 括 し て 令 和 元 年 度 分 と し て 調 定 し て い る 。

磐 城 農 業 高 等 学 校 ・ 物 品 購 入 調 書 に よ る 決 裁 手 続 が な い ま ま 授 業 用 資 材 の 納 品
を 受 け る と と も に 支 払 の 事 務 処 理 を 失 念 し て い る 。

イ 上 記 以 外 の 機 関 は 、 監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 に
適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及
び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ８ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 令 和 元 年 度 分 の 県 公 営

企 業 に 係 る 定 期 監 査 を 実 施 し た 結 果 は 、 次 の と お り で す 。
令 和 ２ 年 ９ 月 25日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

第 １ 監 査 等 の 基 準
本 件 の 監 査 等 は 、 福 島 県 監 査 委 員 監 査 基 準 （ 令 和 ２ 年 福 島 県 監 査 委 員 監 査 公 表 第 10

号 ） に 基 づ き 実 施 し た 。
第 ２ 監 査 等 の 種 類

財 務 監 査
第 ３ 監 査 等 の 着 眼 点

⑴ 事 務 事 業 が 法 令 等 に 従 っ て 適 正 に 実 施 さ れ て い る か 。 （ 合 規 性 ）
⑵ 会 計 情 報 が 体 系 的 か つ 適 正 ・ 確 実 に 事 実 を 反 映 し て い る か 。 （ 正 確 性 ）
⑶ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 最 少 の 経 費 と な っ て い る か 。 （ 経 済 性 ）
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⑷ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 費 用 に 見 合 う 効 果 が 挙 が っ て い る か 。 （ 効 率
性 ）

⑸ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 の 結 果 が 、 初 期 の 目 的 を 達 成 し て い る か 、 ま た 、
成 果 を 上 げ て い る か 。 （ 有 効 性 ）

第 ４ 監 査 等 の 対 象 、 実 施 内 容 及 び 結 果
対 象 機 関 福 島 県 企 業 局
実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ８ 月 ３ 日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之

高 橋 宏 和
（ 福 島 県 工 業 用 水 道 事 業 ）
１ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

令 和 元 年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し て
い る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も
の と 認 め ら れ る 。

２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 工 業 用 水 道 事 業 の 実 績 は 、 総 給 水 量 321 , 9 5 3 , 2 7 7ｍ3で 、 前 年 度 と 比

較 し て 94 9 , 9 3 1ｍ3（ 0 . 3％ ） 増 加 し て い る 。 な お 、 当 年 度 に お け る 建 設 改 良 事 業 に つ
い て は 、 小 名 浜 ポ ン プ 場 電 気 設 備 更 新 工 事 等 を 実 施 し て い る 。
経 営 実 績 で は 、 事 業 収 益 が 2 , 6 4 6 , 3 0 8 , 0 9 7円 に 対 し 事 業 費 用 は 2 , 7 1 1 , 5 3 7 , 5 8 0円 で 、

当 年 度 の 純 損 益 は △ 65 , 2 2 9 , 4 8 3円 と な っ て お り 、 前 年 度 よ り 68 , 3 2 9 , 5 3 8円 利 益 が 減
少 し て い る 。 こ れ は 、 前 年 度 と 比 較 し 、 営 業 収 益 （ 水 道 料 金 ） 及 び 営 業 外 収 益 （ 一
般 会 計 負 担 金 等 ） の 増 加 は あ っ た も の の 、 令 和 元 年 東 日 本 台 風 災 害 対 応 経 費 等 の 営
業 費 用 が 増 加 し た た め で あ る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、
最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お
り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

（ 福 島 県 地 域 開 発 事 業 ）
１ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

令 和 元 年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し て
い る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も
の と 認 め ら れ る 。

２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 地 域 開 発 事 業 の 実 績 は 、 白 河 複 合 型 拠 点 に お い て 1 , 80 8ｍ2、 い わ き

四 倉 中 核 工 業 団 地 第 ２ 期 区 域 に お い て 26 , 6 0 3ｍ2分 譲 し た 。
当 年 度 末 に お け る 分 譲 率 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 が 9 8 . 3％ 、 白 河 複 合 型 拠 点 （ 造 成

済 み ） 業 務 用 地 が 8 3 . 3％ 、 い わ き 四 倉 中 核 工 業 団 地 第 ２ 期 区 域 が 3 8 . 9％ と な っ て い
る 。
経 営 実 績 で は 、 事 業 収 益 1 , 7 4 3 , 8 9 7 , 4 5 5円 に 対 し 事 業 費 用 は 53 0 , 5 2 7 , 5 6 6円 で 、 当

年 度 の 純 利 益 は 1 , 2 1 3 , 3 6 9 , 8 8 9円 と な っ て お り 、 前 年 度 の 純 利 益 1 , 3 0 0 , 3 9 3 , 7 5 4円 と
比 較 す る と 、 土 地 売 却 収 益 190 , 9 8 3 , 5 7 0円 の 減 等 に よ り 、 87 , 0 2 3 , 8 6 5円 の 減 と な っ て
い る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、
最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お
り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

対 象 公 所 福 島 県 企 業 局 い わ き 事 業 所
実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ８ 月 ３ 日
実 施 方 法 書 面 監 査
担 当 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

佐 竹 浩
事 業 経 営 の 状 況
給 水 事 業 を 行 っ て い る が 、 そ の 事 業 管 理 の 状 況 は 適 正 で あ っ た と 認 め ら れ る 。

監 査 の 結 果 、 次 の １ 件 の 指 導 事 項 に つ い て 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 。
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（ 指 導 事 項 ）

固 定 資 産 、 流 動 資 産 の 管 理 ・ 経 理 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
監 査 の 結 果 、 次 の １ 件 の 検 討 事 項 に つ い て 改 善 の た め の 検 討 を 求 め た 。
（ 検 討 事 項 ）

修 繕 費 の 単 独 随 意 契 約 に つ い て 検 討 を 要 す る も の が あ る 。

対 象 機 関 福 島 県 病 院 局
実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ８ 月 ３ 日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

佐 竹 浩
（ 福 島 県 立 病 院 事 業 ）
１ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

令 和 元 年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し て
い る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も
の と 認 め ら れ る 。

２ 事 業 経 営 の 状 況
県 立 病 院 は 、 大 野 病 院 が 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に

伴 い 休 止 し て お り 、 当 年 度 に お け る 利 用 可 能 な 施 設 は 、 ４ 病 院 １ 診 療 所 、 許 可 病 床
数 356床 で あ る 。
令 和 元 年 度 の 患 者 数 は 、 入 院 が 延 べ 60 , 5 46人 、 外 来 が 延 べ 106 , 2 2 4人 で 、 前 年 度 と

比 較 し て 、 入 院 は 3 , 1 0 6人 （ 4 . 9％ ） の 減 少 、 外 来 は 555人 （ 0 . 5％ ） の 増 加 と な っ て
い る 。 増 減 の 主 な 要 因 と し て は 、 入 院 は 南 会 津 病 院 の 内 科 及 び 整 形 外 科 の 医 師 数 減
少 等 に よ り 患 者 が 減 少 し 、 外 来 は 矢 吹 病 院 の 児 童 思 春 期 外 来 に 係 る 患 者 が 増 加 し 、
ま た 、 ふ た ば 医 療 セ ン タ ー 附 属 病 院 の 救 急 病 院 と し て の 地 域 に お け る 認 知 が 進 ん だ
こ と な ど に よ り 患 者 が 増 加 し て い る 。
経 営 実 績 で は 、 医 業 収 益 2 , 9 9 2 , 6 0 9 , 3 2 6円 に 対 し 医 業 費 用 が 6 , 8 0 8 , 3 2 1 , 9 1 7円 と な

り 、 医 業 損 失 は 3 , 8 1 5 , 7 1 2 , 5 9 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 41 , 3 3 8 , 6 0 1円 （ 1 . 1％ ） 減 少 し
て い る 。
ま た 、 事 業 収 益 7 , 5 4 5 , 9 9 2 , 4 8 9円 に 対 し 事 業 費 用 が 7 , 1 8 0 , 4 4 1 , 5 7 5円 と な り 、 純 利

益 は 36 5 , 5 5 0 , 9 1 4円 で 前 年 度 と 比 較 し て 32 0 , 4 4 5 , 6 1 3円 増 加 し て い る 。 純 利 益 が 増 加
し た の は 、 旧 会 津 総 合 病 院 看 護 師 寮 跡 地 等 の 売 却 に よ り 固 定 資 産 売 却 益 が 増 加 し た
こ と な ど に よ る も の で あ る 。
令和元年度において一般会計から繰り入れられた負担金・補助金は、総額 3,721,471,387

円 となり、主に退職手当対応経費の増加により前年度と比較して 94,831,814円 （ 2.6％ ）
増 加 し て い る 。
こ の う ち 宮 下 病 院 、 南 会 津 病 院 に つ い て は 、 医 業 収 益 の 減 少 等 に よ り 損 失 が 増 加

し た こ と か ら 、 収 支 差 補 て ん 額 は 1,355 , 291 , 654円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 47 ,622 , 407円
増 加 し て い る 。
累 積 欠 損 金 は 主 に 廃 止 病 院 に 係 る 減 価 償 却 費 に よ り 発 生 し た も の で 、 期 末 残 高 が

6 , 5 6 2 , 7 0 7 , 9 3 0円 と な り 、 固 定 資 産 の 売 却 に よ り 前 期 末 よ り 36 5 , 5 5 0 , 9 1 4円 減 少 し て
い る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、
最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お
り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

対 象 公 所 県 立 大 野 病 院
実 施 年 月 日 令 和 ２ 年 ８ 月 ３ 日
実 施 方 法 書 面 監 査
担 当 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

佐 竹 浩
事 業 経 営 の 状 況
当 病 院 は 、 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 い 、 平 成 23

年 ３ 月 12日 か ら 休 止 と な っ て お り 、 入 院 及 び 外 来 の 実 績 は な い 。
事業収支について、収益が 89,047,370円で前年度と比較して 152,253,687円（ 63.1％）、

費 用 が 98 , 1 1 3 , 3 5 9円 で 前 年 度 と 比 較 し て 153 , 4 7 3 , 4 9 0円 （ 61 . 0％ ） と と も に 減 少 し 、
純 損 失 は 9 , 0 6 5 , 9 8 9円 で 前 年 度 と 比 較 し て 1 , 2 1 9 , 8 0 3円 （ 11 . 9％ ） 減 少 し た 。
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収 益 の 主 な も の は 長 期 前 受 金 戻 入 で あ り 、 費 用 の 主 な も の は 減 価 償 却 費 で あ る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、
最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お
り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

（ 監 査 総 務 課 ）


